
(57)【要約】

【課題】剛性の高い脚部を有するキャリアプレートとそ

の製造方法とを提供することを課題とする。

【解決手段】本発明のキャリアプレートは、ギヤを支持

するプレート部と、このプレート部の外縁部に軸方向に

延在する複数の脚部とを有するキャリアプレートであっ

て、前記脚部の少なくとも一部がプレート部に塑性締結

されていることを特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ギ ヤ を 支 持 す る プ レ ー ト 部 と 、 該 プ レ ー ト 部 の 外 縁 部 に 軸 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 脚 部 と
を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト で あ っ て 、
　 前 記 脚 部 の 少 な く と も 一 部 が 前 記 プ レ ー ト 部 に 塑 性 締 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る キ
ャ リ ア プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 脚 部 は 外 壁 と 該 外 壁 に 連 続 す る 側 壁 と で 構 成 さ れ 、 少 な く と も 前 記 側 壁 の 一 部 が 前
記 プ レ ー ト 部 に 塑 性 締 結 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の キ ャ リ ア プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脚 部 は さ ら に 前 記 側 壁 に 連 続 す る 内 壁 を 備 え 該 内 壁 の 一 部 が 塑 性 締 結 さ れ て い る 請
求 項 ２ に 記 載 の キ ャ リ ア プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ギ ヤ を 支 持 す る プ レ ー ト 部 と 、 該 プ レ ー ト 部 の 外 縁 部 に 軸 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 脚 部 と
を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 材 料 素 材 か ら 複 数 の 嵌 合 穴 を 有 す る 前 記 プ レ ー ト 部 と 、 該 プ レ ー ト 部 か ら 外 周 側 に 放 射
状 に 延 在 し 前 記 嵌 合 穴 と 嵌 合 す る 凸 部 を 有 す る 複 数 の 舌 部 と 、 を 備 え る ブ ラ ン ク を 形 成 す
る ブ ラ ン ク 打 ち 抜 き 工 程 と 、
　 前 記 舌 部 の 両 端 部 を 折 り 曲 げ て 側 壁 を 形 成 す る 第 １ の 曲 げ 工 程 と 、
　 前 記 側 壁 を 形 成 し た 舌 部 を 軸 線 方 向 に 折 り 曲 げ て 前 記 凸 部 を 前 記 嵌 合 穴 に 嵌 合 さ せ る 第
２ の 曲 げ 工 程 と 、
　 前 記 嵌 合 穴 に 嵌 合 さ れ た 凸 部 を 塑 性 締 結 す る 締 結 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は キ ャ リ ア プ レ ー ト と そ の 製 造 方 法 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 例 え ば 、 歯 車 や プ
ー リ な ど 、 回 転 体 を 回 転 自 在 に 支 持 す る キ ャ リ ア の キ ャ リ ア プ レ ー ト と そ の 製 造 方 法 に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 自 動 車 の 自 動 変 速 機 に は 遊 星 歯 車 装 置 が 設 け ら れ て お り 、 遊 星 歯 車 装 置 は 、 リ
ン グ ギ ヤ 、 サ ン ギ ヤ 、 こ れ ら リ ン グ ギ ヤ と サ ン ギ ヤ と に 噛 合 す る ピ ニ オ ン 及 び こ の ピ ニ オ
ン を 支 持 す る キ ャ リ ア と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ は 、 こ の 様 な 遊 星 歯 車 装 置 の キ ャ リ ア プ レ ー ト の 一 例 を 示 す も の で あ る （ 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。 こ の キ ャ リ ア プ レ ー ト １ ０ １ は 、 ピ ニ オ ン ギ ヤ の 支 軸 を 支 持 す る 中 空 円 盤 状 の
キ ャ リ ア 本 体 １ ０ ２ と 、 該 キ ャ リ ア 本 体 １ ０ ２ の 外 周 端 か ら 軸 方 向 に 延 び る 複 数 の 舌 片 状
の 脚 部 １ ０ ３ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ し て 、 こ の キ ャ リ ア プ レ ー ト １ ０ １ は 、 プ レ ス で 打 ち 抜 か れ た 円 板 状 の 打 ち 抜 き 素 材
か ら 舌 片 状 の 脚 部 を 有 す る キ ャ リ ア 素 材 （ ブ ラ ン ク と も 云 う ） １ ０ ４ を 打 ち 抜 き 、 そ の 後
キ ャ リ ア 素 材 １ ０ ４ の 脚 部 １ ０ ３ を 軸 方 向 に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ る 。 キ ャ リ ア 素 材 １ ０ ４
は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 打 ち 抜 き 形 成 さ れ た 中 空 円 板 状 の キ ャ リ ア 本 体 １ ０ ２ の 外
周 に 複 数 の 舌 片 状 の 脚 部 １ ０ ３ が 放 射 状 に 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 遊 星 歯 車 装 置 の キ ャ リ ア 構 造 で あ っ て 、 脚 部 の 断 面 形 状 を Ｖ 字 、 Ｍ 字 、 Ｌ 字 、 Ｕ
字 な ど に 形 成 す る こ と に よ っ て 、 耐 久 性 の 向 上 及 び ギ ヤ ノ イ ズ の 低 減 を 図 る よ う に し た キ
ャ リ ア も 開 示 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ３ ６ ７ ２ １ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ７ － ３ ３ ２ ４ ７ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 前 者 に お い て は 、 キ ャ リ ア プ レ ー ト の プ レ ー ト 部 に 連 続 す る 脚 部 を 単 に
軸 線 方 向 へ 折 り 曲 げ た の み で あ る た め 、 脚 部 の 厚 さ は プ レ ー ト 部 の 厚 さ と 同 一 で あ り 、 こ
の た め 剛 性 の 低 い も の と な っ て い る 。 脚 部 の 剛 性 が 低 い と 、 キ ャ リ ア の ね じ り 変 形 に 脚 部
が 耐 え ら れ ず 歯 車 の 噛 み 合 い ズ レ を 招 き 、 耐 久 性 の 悪 化 や ギ ヤ ノ イ ズ の 増 大 と い っ た 問 題
を 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 後 者 に お い て は 、 材 料 鋼 板 の 歩 留 ま り が 従 来 構 造 よ り も 低 下 す る こ と と 、 且 つ 、
製 造 工 程 が 複 雑 で あ り 製 造 コ ス ト の 上 昇 を 招 く 虞 が あ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 問 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ っ て 、 剛 性 の 高 い 脚 部 を 有
す る キ ャ リ ア プ レ ー ト と そ の 製 造 方 法 と を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 、 ギ ヤ を 支 持 す る プ レ ー ト 部 と 、 こ の プ レ ー ト 部 の 外 縁 部
に 軸 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 脚 部 と を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト で あ っ て 、
脚 部 の 少 な く と も 一 部 が プ レ ー ト 部 に 塑 性 締 結 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 、 脚 部 は 外 壁 と こ の 外 壁 に 連 続 す る 側 壁 と で 構 成 さ れ 、 少
な く と も 側 壁 の 一 部 が プ レ ー ト 部 に 塑 性 締 結 さ れ て い る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 好 ま し い 形 態 で は 、 脚 部 は さ ら に 上 記 の 側 壁 に 連 続 す る 内 壁 を 備 え 、 こ
の 内 壁 の 一 部 が 塑 性 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 方 法 は 、 ギ ヤ を 支 持 す る プ レ ー ト 部 と 、 こ の プ レ ー ト
部 の 外 縁 部 に 軸 方 向 に 延 在 す る 複 数 の 脚 部 と を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 方 法 で あ っ
て 、 材 料 素 材 か ら 複 数 の 嵌 合 穴 を 有 す る プ レ ー ト 部 と 、 こ の プ レ ー ト 部 か ら 外 周 側 に 放 射
状 に 延 在 し 前 記 嵌 合 穴 と 嵌 合 す る 凸 部 を 有 す る 複 数 の 舌 部 と 、 を 備 え る ブ ラ ン ク を 形 成 す
る ブ ラ ン ク 打 ち 抜 き 工 程 と 、 舌 部 の 両 端 部 を 折 り 曲 げ て 側 壁 を 形 成 す る 第 １ の 曲 げ 工 程 と
、 側 壁 を 形 成 し た 舌 部 を 軸 線 方 向 に 折 り 曲 げ て 凸 部 を 嵌 合 穴 に 嵌 合 さ せ る 第 ２ の 曲 げ 工 程
と 、 嵌 合 穴 に 嵌 合 さ れ た 凸 部 を 塑 性 締 結 す る 締 結 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 、 キ ャ リ ア プ レ ー ト の 脚 部 を 構 成 す る 側 壁 を プ レ ー ト 部 に
塑 性 締 結 し た の で 、 脚 部 は 高 い 強 度 と 剛 性 を 有 す る 。 従 っ て 、 キ ャ リ ア の ね じ り 変 形 に よ
っ て 歯 車 の 噛 み 合 い ズ レ を 生 じ て 、 キ ャ リ ア の 耐 久 性 の 悪 化 や ギ ヤ ノ イ ズ の 増 大 と い っ た
問 題 を 生 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 脚 部 の 側 壁 と プ レ ー ト 部 と を 塑 性 締 結 （ 例 え ば 、 か し め な ど ） に よ り 固 着 す る よ
う に し た の で 、 溶 接 な ど の 接 合 方 法 に 比 べ て 遙 か に 容 易 で あ り 生 産 性 を 向 上 す る こ と が で
き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 鋼 板 の プ レ ス 成 形 で 得 る こ と が で き る の で 、
軽 量 、 小 型 と す る こ と が で き 製 造 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 厚 さ ５ ｍ ｍ の Ｓ Ｐ Ｈ ３ ７ ０ － Ｏ Ｄ （ 板 材 ） を 用 い て 、 図 １ の 斜 視 図 に 示 す に キ ャ リ ア プ
レ ー ト １ ０ を 作 製 し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ の キ ャ リ ア プ レ ー ト １ ０ は 、 ギ ヤ を 支 持 す る プ レ ー ト 部 １ ２ と 、 プ レ ー ト 部 １ ２ の
外 縁 部 に 軸 線 Ｈ 方 向 に 延 在 す る ３ 本 の 脚 部 １ ４ と を 有 し て い る 。 脚 部 １ ４ は 外 壁 １ ４ ａ と
こ の 外 壁 １ ４ ａ に 連 続 す る 側 壁 １ ４ ｂ と で 構 成 さ れ 、 外 壁 １ ４ ａ は プ レ ー ト 部 １ ２ の 外 縁
部 に 垂 直 に 突 出 し て お り 、 側 壁 １ ４ ｂ は 外 壁 １ ４ ｂ の 両 側 に 連 続 し て ほ ぼ コ の 字 状 に プ レ
ー ト 部 １ ２ 上 に 立 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 側 壁 １ ４ ｂ の 先 端 １ ４ ｃ （ 点 線 で 示 す ） が プ レ
ー ト 部 １ ２ に 嵌 入 し て 塑 性 締 結 さ れ て い る 。 こ の よ う に 脚 部 １ ４ は プ レ ー ト 部 に 固 着 さ れ
て い る の で 、 極 め て 高 い 強 度 と 剛 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 様 な 脚 部 １ ４ を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト １ ０ は 次 の よ う に し て 製 造 す る こ と が で き
る 。 ま ず 、 材 料 鋼 板 か ら 図 ２ （ ａ ） に 示 す 形 状 の ブ ラ ン ク Ｂ を 打 ち 抜 く 。 ブ ラ ン ク Ｂ は 、
複 数 の 嵌 合 穴 １ ６ を 有 す る プ レ ー ト 部 １ ２ と 、 プ レ ー ト 部 １ ２ か ら 外 周 側 に 放 射 状 に 延 在
し 、 嵌 合 穴 １ ６ と 嵌 合 す る 凸 部 １ ８ を 有 す る ３ 個 の 舌 部 １ ４ ’ と 、 を 備 え て い る 。 こ こ で
、 凸 部 １ ８ の 突 出 長 さ ｄ は プ レ ー ト 部 の 厚 さ ｔ よ り 僅 か に 長 く 形 成 す る 。 つ ま り 、 ｄ ＝ １
． ４ ～ １ ． ８ ｔ で あ る こ と が 望 ま し い 。 突 出 長 さ ｄ が １ ． ４ ｔ よ り も 短 い と 締 結 が 十 分 で
な く 所 望 の 締 結 強 度 を 得 る こ と が で き な い 。 ま た 、 １ ． ８ ｔ を 越 え て 長 い と 突 出 部 が 座 屈
す る こ と が あ り 、 安 定 し た 締 結 強 度 を 得 る こ と が で き な い 。 次 に 、 第 １ の 曲 げ 工 程 （ ｂ ）
で 舌 部 １ ４ ’ の 両 端 部 を 折 り 曲 げ 線 Ｌ に 沿 っ て 曲 げ 、 側 壁 １ ４ ｂ を 形 成 す る 。 さ ら に 、 第
２ の 曲 げ 工 程 （ ｃ ） で 側 壁 １ ４ ｂ を 形 成 し た 舌 部 １ ４ ’ を 軸 線 Ｈ 方 向 に 折 り 曲 げ て 外 壁 １
４ ａ を 形 成 す る と と も に 、 凸 部 １ ８ を 嵌 合 穴 １ ６ に 嵌 合 さ せ る 。 続 い て 、 締 結 工 程 （ ｄ ）
で は 、 嵌 合 穴 １ ６ に 嵌 合 さ れ た 凸 部 １ ８ の 先 端 を か し め て 塑 性 締 結 し 、 締 結 部 １ ４ ｃ を 形
成 す る 。 最 後 に プ レ ー ト 中 央 に 所 定 の 軸 穴 を 打 ち 抜 き 形 成 す る 。 本 実 施 例 で は 、 塑 性 締 結
を か し め と し た が 、 凸 部 の 先 端 を プ レ ー ト 部 に 密 着 す る よ う に 折 り 曲 げ て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ の 脚 部 １ ４ に さ ら に 内 壁 を 設 け て 断 面 ロ の 字 状 の 脚 部 と し た も の
で あ り 、 内 壁 の 一 部 も プ レ ー ト 部 と 塑 性 締 結 し た も の で あ る 。 本 実 施 例 の キ ャ リ ア プ レ ー
ト は 実 施 例 １ に 比 べ て さ ら に 高 い 強 度 と 剛 性 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 様 な 脚 部 １ ４ を 有 す る キ ャ リ ア プ レ ー ト は 図 ３ よ う に し て 製 造 す る こ と が で き る 。
ま ず 、 材 料 鋼 板 か ら 実 施 例 １ と 同 様 に プ レ ー ト 部 １ ２ と 舌 部 １ ４ ’ と を 有 す る ブ ラ ン ク Ｂ
を 打 ち 抜 く 。 本 実 施 例 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 プ レ ー ト 部 １ ２ に は 、 実 施 例 １ と 同 様 の
嵌 合 穴 １ ６ と と も に 、 嵌 合 穴 １ ６ ’ を 形 成 す る 。 ま た 、 舌 部 １ ４ ’ は 、 実 施 例 １ の 舌 部 １
４ ’ の 側 壁 と な る 部 分 １ ４ ｂ ’ の 両 側 に さ ら に 内 壁 と な る 部 分 １ ４ ｄ ’ を 配 設 し 、 内 壁 部
分 １ ４ ｄ ’ に 嵌 合 穴 １ ６ ’ と 嵌 合 す る 凸 部 １ ８ ’ を 形 成 す る 。 こ こ で 、 凸 部 １ ８ 、 １ ８ ’
の 突 出 長 さ は 、 い ず れ も 実 施 例 １ と 同 様 に す る こ と が 望 ま し い 。 次 に 、 第 １ の 曲 げ 工 程 （
ｂ ） で 舌 部 １ ４ ’ を 折 り 曲 げ 線 Ｌ １ お よ び Ｌ ２ に 沿 っ て 曲 げ 、 断 面 ロ の 字 形 状 の 筒 体 を 形
成 す る 。 次 い で 、 第 ２ の 曲 げ 工 程 （ ｃ ） で 筒 体 を 形 成 し た 舌 部 １ ４ ’ を 軸 線 Ｈ 方 向 に 折 り
曲 げ て 外 壁 １ ４ ａ を 形 成 す る と と も に 、 凸 部 １ ８ を 嵌 合 穴 １ ６ に 、 ま た 、 凸 部 １ ８ ’ を 嵌
合 穴 １ ６ ’ に 嵌 合 さ せ る 。 続 い て 、 締 結 工 程 （ ｄ ） で は 、 各 嵌 合 穴 １ ６ 、 １ ６ ’ に 嵌 合 さ
れ た 各 凸 部 １ ８ 、 １ ８ ’ の 先 端 を か し め て プ レ ー ト 部 １ ２ に 塑 性 締 結 す る 。 最 後 に プ レ ー
ト 中 央 に 所 定 の 軸 穴 を 打 ち 抜 き 形 成 す る 。 な お 、 締 結 工 程 で は 、 実 施 例 １ と 同 様 に か し め
以 外 の 適 当 な 方 法 を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 、 上 記 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明
の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 変 更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 実 施 例 １ で は 外 壁 と 側 壁 と を
断 面 略 コ の 字 状 に 配 設 し た が 、 外 壁 に 対 向 す る 側 壁 の 開 口 部 が 外 壁 の 幅 よ り も 広 く て も 、
ま た 、 狭 く て も よ い 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の キ ャ リ ア プ レ ー ト は 、 プ レ ス 成 形 と い う 極 め て 簡 便 な 方 法 で 得 る こ と が で き 、
軽 量 で 高 強 度 で あ る の で 、 自 動 車 の 無 段 変 速 機 、 自 動 変 速 機 な ど の 遊 星 歯 車 装 置 の プ ラ ネ
タ リ キ ャ リ ア に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の キ ャ リ ア プ レ ー ト を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） 打 ち 抜 き 工 程 に
お け る ブ ラ ン ク 形 状 、 （ ｂ ） 第 １ の 曲 げ 工 程 、 （ ｃ ） 第 ２ の 曲 げ 工 程 、 （ ｄ ） 締 結 工 程
【 図 ３ 】 実 施 例 ２ の キ ャ リ ア プ レ ー ト の 製 造 工 程 を 示 す 図 で あ る 。 （ ａ ） 打 ち 抜 き 工 程 に
お け る ブ ラ ン ク 形 状 、 （ ｂ ） 第 １ の 曲 げ 工 程 、 （ ｃ ） 第 ２ の 曲 げ 工 程 、 （ ｄ ） 締 結 工 程
【 図 ４ 】 従 来 例 の キ ャ リ ア プ レ ー ト １ ０ １ を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。 （ ａ ） キ ャ リ ア プ レ
ー ト １ ０ １ 斜 視 図 、 （ ｂ ） ブ ラ ン ク 形 状
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ ： キ ャ リ ア プ レ ー ト 　 １ ２ ： プ レ ー ト 部 　 １ ４ ： 脚 部 　 １ ６ 、 １ ６ ’ ： 嵌 合 穴 　 １ ８
、 １ ８ ’ ： 凸 部 　 １ ４ ａ ： 外 壁 　 １ ４ ｂ ： 側 壁 　 １ ４ ｃ ： 嵌 合 部 　 １ ４ ｄ ： 内 壁 　 １ ４ ’
： 舌 部 　 Ｂ ： ブ ラ ン ク
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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